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陸上自衛隊候補生の陸上自衛隊候補生の

おしらせおしらせ

陸上自衛隊候補生の陸上自衛隊候補生の

おしらせおしらせ

　

前
期
教
育
で
は
自
衛
官
の
基
礎

を
学
び
、
本
人
の
希
望
や
適
性
に

よ
り
職
種
が
決
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
３
か
月
間
の
後
期
教

育
で
は
、
職
種
に
応
じ
た
専
門
的

知
識
や
技
術
を
学
び
、
後
期
教
育

修
了
後
に
、
各
部
隊
に
配
属
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
時
点
で
の
３
人
の
職
種
と

配
属
予
定
先
は
、
小
林
さ
ん
が
施

設
科
、
第
１
施
設
大
隊
（
朝
霞
）、

井
出
さ
ん
が
普
通
科
、
第
１
普
通

科
連
隊
（
練
馬
）
、
土
屋
さ
ん
が

需
品
科
、
第
１
後
方
支
援
連
隊

（
練
馬
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

配
属
予
定
の
各
科
・
各
隊
が
ど

の
よ
う
な
任
務
に
就
く
か
は
、
陸

上
自
衛
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
先
も
、
大
変
な
こ
と

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
後
期

　

こ
の
春
、
下
田
市
か
ら
３
名
が

陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
３
か
月

に
及
ぶ
前
期
の
教
育
課
程
を
、
６

月
下
旬
に
無
事
に
修
了
し
ま
し
た
。

　

小
林
健
太
郎
さ
ん
は
、
一
般
曹

候
補
生
と
し
て
入
隊
し
、
前
期
教

育
を
第
１
機
甲
教
育
隊
（
駒
門
）

で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

土
屋
茜
音
さ
ん
、
井
出
真
理
子

さ
ん
の
２
名
は
、
自
衛
官
候
補
生

と
し
て
入
隊
し
、
前
期
教
育
を
女

性
自
衛
官
教
育
隊
（
朝
霞
）
で
過

ご
し
、
教
育
終
了
後
、
２
等
陸
士

に
任
官
し
ま
し
た
。

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

教
育
で
多
く
の
知
識
や
技
術
を
身

に
付
け
て
、
立
派
な
隊
員
と
な
っ

て
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

自
衛
官
候
補
生
と
は
、
自
衛
官

と
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
教

育
訓
練
に
専
念
す
る
た
め
の
新
し

い
採
用
制
度
で
す
。

　

３
か
月
の
前
期
教
育
の
後
に
、

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
自

衛
官
）
に
任
官
し
ま
す
。

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
時
点
で
18
才

か
ら
26
才
ま
で
の
方

受
付
期
間   

９
月
８
日
（
金
）
ま
で

試
験
日

男
子　

９
月
23
日（
土
）、
24
日（
日
）、

　
　
　

30
日（
土
）、
10
月
１
日（
日
）

女
子　

９
月
23
日（
土
）、
30
日（
土
）

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
航
空
学
生
、
一
般
曹
候

補
生
に
つ
い
て
も
募
集
を
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

自
衛
隊
伊
東
地
域
事
務
所

☎
０
５
５
７‐

３
７‐

９
６
３
２

防
災
安
全
課
消
防
安
全
係

　
　
　

（
窓
口
⑩
）☎
36
４
１
４
５

年
金
は

老
後
の
た
め
だ
け
じ
ゃ
な
い

　

～
障
害
年
金
に
つ
い
て
～

　

現
役
世
代
で
も
病
気
や
け
が
な

ど
で
障
害
が
残
り
、
生
活
を
営
む

こ
と
や
労
働
す
る
こ
と
に
重
い
支

障
が
生
じ
た
と
き
に
は
、「
障
害
年

金
」
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

障
害
年
金
に
は
、「
障
害
基
礎
年

金
」「
障
害
厚
生
年
金
」
が
あ
り
ま

す
。
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

の
初
診
日
（
最
初
に
診
療
を
受
け

た
日
）
に
、
ど
の
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
、
受
給

す
る
障
害
年
金
の
種
類
が
決
ま
り

ま
す
。

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
と
き
は
、
障
害
年
金
を
受
給
で

き
ま
す
。

◎
20
～
60
歳
で
年
金
制
度
に
加
入

　

し
て
い
る
と
き
や
、
20
歳
前
ま

　

た
は
60
～
65
歳
の
間
に
、
障
害

　

の
原
因
に
な
っ
た
病
気
や
け
が

　

の
初
診
日
が
あ
る
。

◎
障
害
の
原
因
に
な
っ
た
病
気
や

　

け
が
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
、

　

障
害
認
定
日
（※

）
ま
た
は
20

　

歳
に
達
し
た
と
き
に
、
障
害
年

　

金
の
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級

　

の
状
態
に
な
っ
て
い
る（
障
害
者

　

手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
）。

※

障
害
認
定
日
と
は

　

障
害
の
程
度
を
定
め
る
日
で
あ

り
、
そ
の
障
害
の
原
因
に
な
っ
た

病
気
や
け
が
の
初
診
日
か
ら
１
年

６
か
月
が
経
過
し
た
日
（
ま
た
は

１
年
６
か
月
以
内
に
そ
の
病
気
や

け
が
の
症
状
が
変
わ
ら
な
く
な
っ

た
場
合
は
そ
の
日
）
と
な
り
ま
す
。

◇
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

　

で
の
年
金
加
入
期
間
で
、
年
金

　

を
納
め
た
期
間
と
免
除
を
受
け

　

た
期
間
が
３
分
の
２
以
上
あ
る
、

　

又
は
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々

　

月
ま
で
の
直
近
１
年
間
の
年
金

　

加
入
期
間
に
保
険
料
の
未
納
期

　

間
が
な
い
。

※

20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合

　

は
、
納
付
の
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

～
よ
く
あ
る
質
問
～

Ｑ
通
院
を
始
め
て
か
ら
国
民
年
金

　

を
納
付
し
て
も
、
障
害
基
礎
年

　

金
は
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
納
付
要
件

　

は
、
初
診
日
の
時
点
の
状
態
で

　

確
認
し
ま
す
。
「
も
し
も
」
の

　

と
き
の
た
め
に
、
国
民
年
金
の

　

納
付
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

　
　
　

（
窓
口
③
）☎
㉒
３
９
２
２

陸上自衛隊候補生の

おしらせ
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用

新
規
採
用
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で
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！

新
規
採
用

新
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職
員
で

　
　

職
員
で
す
！

新
規
採
用

　
　

職
員
で
す
！
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　産業振興課で主に漁港の管理につい
て担当しています。
　先輩方に支えられながらの毎日です
が、早く仕事を覚えて、皆さまのお役
に立てるよう努力します。

　市民係に配属となり、住民票や戸籍
を扱う業務を担当しています。まだま
だ勉強することがたくさんありますが、
早く周囲の先輩方のようになれるよう
に頑張ります。

産業振興課施設係
　やぐち　　　　けいた

矢口　恵太

市民保健課市民係
　こうの　　　　  まゆ

鴻野　麻由

　主に下水道について担当しています。
新たなことを学ぶ日々が続き先輩方に
助力を求めることも多々ありますが、
一人の職員として市民の方々のお力に
なれるよう精進したいと思います。

上下水道課下水道係
 しまざき　　　 きよゆき

島﨑　清之

　財政係に配属となり、主に起債の担
当をしています。まだまだ周りの先輩
方に助けてもらいながらの毎日ですが、
早く一人前になり、市民の方の役に立
てるように日々精進していきます。

総務課財政係
 しのはら　　　 ゆういち

篠原　優一

　

７
月
号
に
引
き
続
き
、
平
成
29
年
度
新
規
採
用
職
員
に

抱
負
や
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キラリキラリ！キラリキラリ！キラリ！

下
田
再
興
日
誌

 

６
月
後
半
～
７
月
前
半
の

　
　
　
　
　
　

主
な
活
動
報
告

７
月
３
日
（
火
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　　

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
の
た

め
に
啓
発
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

犯
罪
の
な
い
町
を
目
指
し
て
皆
で

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

７
月
11
日
（
火
）
～
18
日
（
火
）

姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
訪
問

　

市
内
中
学
生
も
訪
問
し
、
よ
り

一
層
の
親
睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

提
携
60
周
年
と
な
る
来
年
の
黒

船
祭
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
益
々

の
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
６
月
17
日
（
土
）

　

あ
じ
さ
い
彩
る
下
田
・
金
目
鯛

　

を
食
す
旅
、
観
光
客
お
出
迎
え

・
６
月
18
日
（
日
）

　

日
露
協
会
下
田
支
部
講
演
会

・
６
月
23
日
（
金
）

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
住

　

民
避
難
訓
練

・
６
月
27
日
（
火
）

　

西
伊
豆
消
防
署
竣
工
式

　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
伊
豆
町
）

・
６
月
28
日
（
水
）

美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
豆
市
）

・
７
月
３
日
（
月
）

　

夏
期
海
岸
対
策
協
議
会
総
会

・
７
月
４
日
（
火
）

　

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
要
望
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　

（
名
古
屋
市
）

・
７
月
７
日
（
金
）

　

県
定
例
市
長
会
議
、
県
地
域
自

　

殺
対
策
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
静
岡
市
）

・
７
月
10
日
（
月
）

　

市
み
な
と
ま
ち
ゾ
ー
ン
活
性
化

　

協
議
会

～
福
井
祐
輔
市
長
の
活
動
報
告
～


